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6
月
8
日
か
ら
2
3
日
ま
で
越
谷
市
議
会
6
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
新
人
諸
員
と
し
て
、
緊
張
の
中
で
登
壇
し
、
以
下
の
4
項
目
（
①

中
心
市
街
地
活
性
化
②
子
育
て
支
援
③
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
④
行
財
政

改
革
）
　
の
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

惑
嘲
鳳
矧
引
刊
削
矧
酬
刑
棚
引
矧
剖
川
¶

（
害
）
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

の
掘
り
起
こ
し
に
向
け
て
は
、
地

元
住
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
関
係

事
業
者
及
び
関
係
機
関
等
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
十
分
伺
い
、
鋭
意
、

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

は
、
市
民
と
行
政
と
の
役
割
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
市
民
活
動
団
体
な
ど

の
自
主
的
・
主
体
的
な
市
民
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

（
間
）
誇
り
を
も
て
る
ま
う
を
築
く

に
は
、
先
人
達
の
歴
史
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
私
は
、
越
谷
は

逆
川
や
瓦
曽
根
の
堰
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
自
由
聞
達
な
英
知
あ
ふ
れ

る
農
民
と
町
民
が
新
し
い
人
を
加

え
な
が
ら
活
性
化
し
て
き
た
町
で

あ
り
、
ま
ら
つ
く
り
の
様
々
な
歯
難

も
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
瑚
窃
調
剤
団

璽

慧

瑠

州

叫

淵

に
つ
い
て
伺
う
。

（
箸
）
平
成
2
4
年
6
月
完
成
を

目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る
が
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
資

材
の
調
達
等
に
遅
れ
が
生
じ
若
干

遅
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
越
加
東
の
町
の
中
心
市
街
地

ト

　

†

　

　

口

　

を

フ

　

　

カ

ら

2
力
　
で
　
　
　
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
越
谷
の
歴
史
あ
る
建
物
、
水

辺
環
境
を
活
か
し
、
観
光
の
視
点
も

含
め
た
活
性
化
策
を
具
体
化
す
べ

き
だ
が
、
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

（
問
）
　
ハ
駅
西
口
に
広
力
る
宮
本

覇

剖

山

町

な

ど

国

道

4

ロ
　
ま
で
の
高
度
成
長
期
に
　
成

司
れ
穏
惑
い
市
街
地
も
交
差
点
の

改
良
、
公
園
や
歩
道
、
公
共
施
設
の

整
備
、
生
活
関
連
施
設
の
誘
致
な
ど
、

平
成
の
時
代
な
り
の
安
全
性
、
快
適

性
を
高
め
て
い
く
対
象
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
答
）
越
谷
駅
西
口
線
や
大
間
野

南
荻
島
線
な
ど
の
整
備
も
含
め
、

越
谷
駅
西
口
の
活
性
化
に
つ
い
て

（
閏
）
私
は
、
少
子
化
対
策
の
根
本

は
共
働
き
が
進
む
中
で
も
、
女
性
が

結
婚
・
出
産
し
て
も
、
安
心
し
て
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
か

か
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
頑

ハ
　
市
の
男
性
　
育
児
　
加
へ
の

取
り
組
　
に
つ
い
て
伺
う
。

（
筈
）
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
「
ほ
っ
と
越

谷
」
な
ど
で
父
親
を
対
象
と
し
た

子
育
て
講
座
や
親
子
教
室
や
児
童

館
で
は
父
親
と
子
ど
も
が
一
緒
に

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
醤
及

啓
発
を
図
っ
て
い
る
。
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（
闇
）
子
ど
も
が
保
胃
所
通
い
中
の

乳
幼
児
段
階
で
は
ま
だ
ま
だ
男
性

の
子
育
て
参
加
が
少
な
い
。
イ
ク
メ

ン
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
進
み
、
川
川
感
瑚
く
り
が
進
む
よ

う
　
兼
　
営
を
　
め
て
ほ
　
い
。

（
筈
）
様
々
な
角
度
か
ら
男
性
の

育
児
参
加
が
進
む
よ
う
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

（
問
）
東
日
本
大
震
災
で
は
、
越
谷

市
に
お
い
て
も
震
度
5
弱
が
観
測

さ
れ
、
改
め
て
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ

を
実
感
し
た
市
民
が
多
か
っ
た
と

考
え
る
。
震
災
の
実
感
が
残
る
今
の

う
ら
に
、
越
谷
市
の
教
訓
と
し
て
汲

み
取
る
べ
き
も
の
は
何
か
整
理
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
安
全
で
安

心
な
ま
ら
つ
く
り
を
進
め
る
う
え

で

、

域

　

災

言

　

　

に

反

映

　

て

川
4
代
謝
刻
訓
に
つ
い
て
伺
う
。

（
害
）
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
県
外
か
ら
の
避
難
者
の
受
け

入
れ
や
、
帰
宅
困
難
者
が
多
数
発

生
し
た
。
帰
宅
困
難
者
対
策
で
は

こ
れ
ま
で
の
普
及
啓
発
に
加
え
、

9
都
県
市
首
脳
会
議
に
お
い
て
も
、

駅
周
辺
一
時
避
難
施
設
、
帰
宅
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
や
合
同

徒
歩
帰
宅
訓
練
、
支
援
情
報
の
提

供
な
ど
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

減
災
を
進
め
る
に
は
「
災
害
に

強
い
都
市
づ
く
り
」
と
「
災
害
に

強
い
人
づ
く
り
」
を
と
も
に
進
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
不
倒
柑

促
進
や
オ
ー
　
ン
ス
ペ
ー
ス
等
の

確
保
等
を
図
り
、
各
地
域
の
災
害

拠
点
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
、

事
業
所
等
に
お
け
る
防
災
組
織
等

の
整
備
を
促
進
し
た
い
。
そ
の
た

め
、
団
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
穏

防
災
訓
練
等
を
実
施
、
「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
守
る
こ
と
力
で
き
る

市
民
」
を
育
て
て
い
く
。

（
闇
）
越
谷
市
第
4
次
行
革
（
平
成

1
8
年
か
ら
2
2
年
ま
で
）
で
は
、

4
．
6
％
1
2
5
人
の
定
員
削
減
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
覇

ま
で
の
　
5
ノ
　
　
で
は
白
樺

が
覗
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
程
度

の
定
員
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
伺

う。
（
答
）
第
5
次
行
革
で
は
削
減
額

等
を
全
体
の
目
標
と
し
て
掲
げ
、

削
減
あ
り
き
と
す
る
の
で
は
な
く
、

毎
年
度
の
社
会
経
済
状
況
や
財
政

状
況
、
匡
面
す
る
行
政
課
題
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

く。
（
間
）
中
核
市
に
移
行
す
れ
ー
保

所
を
l
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、
川
越

市
の
例
に
よ
れ
ば
6
0
人
の
増
員

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
中
核
市
を

目
指
す
に
あ
た
っ
て
も
経
営
努
力

司
組
織
と
出
刃
の
肥
大
化
を
招

剖
現
川
よ
う
l
お
願
い
す
る
。

次
に
、
5
市
1
町
（
越
谷
、
草
加
、

三
郷
、
八
潮
、
吉
川
、
松
伏
）
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
平
成
1
5
年
に
最

終
的
に
は
5
市
1
町
の
枠
組
み
で

政
令
指
定
都
市
を
目
指
す
と
と
も

に
、
広
域
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
機
関

等
の
共
同
設
置
、
一
部
事
務
組
ム
『

広
域
連
合
等
の
規
定
を
活
用
し
、
執

習
叫
の
覇
閣
葡
萄
の
大
利
q
q
畑

化
に
よ
る
効
率
的
な
業
務
運
営
を
、

↓
層
¶
避
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

（
答
）
5
市
1
町
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
ゴ
ミ
処
理
等
の
共
同
化
は
も

と
よ
り
、
図
書
館
広
域
利
用
、
重

症
心
身
障
害
者
施
設
「
中
川
の
郷

療
育
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
、
な
ど

を
実
施
し
て
お
り
、
行
政
機
関
等

の
共
同
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
す

べ
き
課
題
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
た
と
え
ば
行
政
委
員
会
の
公

平
委
員
会
は
5
市
1
町
で
1
－
執
刃

の
委
員
力
い
る
カ
さ
い
た
ま
市
で

は
3
人
、
職
員
は
2
1
人
に
対
し
て

1
3
、
皿
査
事
　
局
で
は
1
4
人

の
委
員
が
4
人
、
職
員
は
3
0
人
が

1
9
　
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う

と
こ
ろ
か
ら
、
　
め
た
ら
ど
う
か
。

（
苦
）
現
段
階
で
は
越
谷
市
か
ら

提
案
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
対
処

し
た
い
。

請
願
3
件
の
う
ち
、
「
原
発
事
故

に
伴
う
子
ど
も
の
安
全
対
策
」
に

つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
検
査
対
象
と
な
っ
た

市
内
4
0
の
小
中
学
校
で
は
速

や
か
に
検
査
が
実
施
・
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
と
執
行
機
関
の
よ

い
連
携
が
で
き
ま
し
た
。


